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は
じ
め
に
〇
一
件
の
前
段
階
0引直
し
願
い
の
不
調
③永
命
寺
の
無
住
化
と
荒
廃
0引直
し
の
成
就
おわ
り
に
［論
文
要
旨
］
　本
稿
で
は
、
大
原
幽
学
に
よ
り
先
祖
株
組
合
が
組
織
さ
れ
た
下
総
国
香
取
郡
諸
徳
寺
村
の
天
台
宗
　
　
　
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
永
命
寺
の
、
門
徒
（
寺
格
の
低
い
末
寺
）
か
ら
末
寺
へ
の
昇
格
を
め
ぐ
る
、
諸
徳
寺
村
と
、
永
命
寺
　
　
　
　
本
一
件
の
分
析
を
通
じ
て
、
当
該
期
に
お
け
る
宗
判
寺
檀
関
係
の
流
動
性
、
「
両
菩
提
寺
」
慣
行
の
本寺
で
あ
る
溝
原
村
東
栄
寺
と
の
間
に
起
き
た
争
論
を
と
り
あ
げ
た
。
こ
の
争
論
は
宝
永
四
年
か
　
　
　
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
争
論
の
当
事
者
か
ら
、
天
台
宗
の
宗
務
を
統
轄
す
る
寛
永
寺
の
ら
正
徳
三
年
ま
で
続
き
、
本
山
寛
永
寺
へ
の
訴
訟
を
経
て
内
済
に
至
っ
た
。
従
来
諸
徳
寺
村
の
百
姓
　
　
　
執
当
に
至
る
ま
で
、
男
女
別
寺
檀
制
の
寺
檀
関
係
に
対
す
る
違
和
感
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
は
、
永
命
寺
の
宗
判
檀
家
で
あ
っ
て
、
葬
儀
の
際
の
引
導
は
東
栄
寺
か
ら
受
け
る
「
両
菩
提
寺
」
と
　
　
　
　
れ
な
い
こ
と
、
男
女
別
寺
檀
制
の
寺
檀
関
係
の
創
出
に
当
た
っ
て
意
図
的
に
本
寺
を
男
性
の
檀
那
寺
、
いう
状
況
で
あ
っ
た
。
だ
が
内
済
の
結
果
、
諸
徳
寺
村
の
百
姓
の
大
部
分
が
、
東
栄
寺
と
永
命
寺
と
　
　
　
末
寺
を
女
性
の
檀
那
寺
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
の
双方
を
檀
那
寺
と
す
る
男
女
別
寺
檀
制
の
寺
檀
関
係
を
結
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
永
命
寺
の
昇
格
も
認
め
ら
れ
た
。
周
辺
地
域
で
は
男
女
別
墓
制
・
男
女
別
寺
檀
制
の
存
在
が
知
ら
れ
、
ま
た
、
性
学と
、
墓
制
の
変
更
と
の
関
係
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
、
男
女
別
墓
制
と
男
女
別
寺
檀
制
と
は
直
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
を
、
性
学
以
前
に
お
け
る
、
当
該
地
域
の
祖
先
祭
祀
を
巡
る
習
俗
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
影
響
す
る
村
と
寺
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
基
礎
作
業
と
し
て
2
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は
じ
め
に
　
本
稿
で
は
、
下
総
国
香
取
郡
諸
徳
寺
村
（
現
干
潟
町
）
の
天
台
宗
永
命
寺
の
、
門
徒
か
ら
末
寺
へ
の
昇
格
（
引
直
し
）
を
め
ぐ
る
、
諸
徳
寺
村
と
、
永
命
寺
の
本
寺
で
あ
る
溝
原
村
（
現
干
潟
町
）
東
栄
寺
（
三
途
台
〈
長
福
寿
寺
・
現
長
南
町
〉
の
末
寺
）
と
の
間
に
起
き
た
争
論
を
と
り
あ
げ
る
。
な
お
、
門
徒
と
は
、
真
言
宗
や
天
台
宗
な
ど
で
み
ら
れ
る
も
の
で
、
広
義
の
末
寺
で
あ
る
が
、
末
寺
に
比
べ
て
寺
格
が
低
く
、
行
う
こ
と
が
出
来
る
法
事
な
ど
に
制
限
が
あ
る
。
特
に
葬
儀
の
時
に
引
導
法
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
　
こ
の
争
論
は
宝
永
四
（
一
七
〇
七
）
年
に
は
じ
ま
っ
た
。
そ
し
て
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
、
永
命
寺
の
末
寺
昇
格
と
、
も
と
永
命
寺
と
東
栄
寺
と
の
「
両
菩
提
寺
」
状
態
（
後
述
）
で
あ
っ
た
諸
徳
寺
村
の
百
姓
の
大
部
分
が
、
男
方
は
東
栄
寺
、
女
方
は
永
命
寺
の
男
女
別
寺
檀
制
を
と
る
こ
と
と
で
内
済
が
成
立
し
た
。
諸
徳
寺
村
の
一
部
の
百
姓
は
完
全
に
永
命
寺
の
み
の
檀
家
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
諸
徳
寺
村
に
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
け
る
寺
檀
関
係
は
、
幕
末
に
い
た
っ
て
も
そ
の
ま
ま
続
い
た
。
　
こ
の
一
件
に
関
し
て
は
、
諸
徳
寺
村
の
村
役
人
を
つ
と
め
た
菅
谷
又
左
衛
門
（
政
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
成
）
が
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
に
書
写
し
た
「
永
命
寺
引
直
一
代
記
」
と
い
う
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
又
左
衛
門
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
史
料
は
、
村
役
人
で
あ
っ
た
又
左
衛
門
の
先
祖
に
よ
り
、
一
件
が
済
ん
だ
正
徳
四
年
五
月
に
書
き
始
め
ら
れ
、
翌
五
年
正
月
に
完
成
し
た
。
そ
の
後
破
損
し
た
の
で
寛
政
年
中
に
写
し
が
作
成
さ
れ
、
さ
ら
に
又
左
衛
門
に
よ
っ
て
天
保
三
年
に
書
写
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
諸
徳
寺
村
は
、
大
原
幽
学
が
定
住
し
た
長
部
村
（
現
干
潟
町
）
の
隣
村
で
あ
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
天
保
九
年
に
は
先
祖
株
組
合
が
作
ら
れ
た
。
菅
谷
又
左
衛
門
家
は
幽
学
が
諸
徳
寺
村
に
来
た
と
き
の
宿
で
あ
り
、
政
成
の
子
又
左
衛
門
政
興
、
そ
の
弟
幸
左
衛
門
は
幽
学
　
　
　
　
　
　
（
4
）
の
高
弟
で
あ
っ
た
。
　
な
お
、
性
学
と
墓
制
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
紀
要
の
栗
田
則
久
氏
・
米
谷
博
氏
の
論
考
で
詳
述
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
こ
こ
で
簡
単
に
触
れ
て
お
く
と
、
ま
ず
、
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
、
東
栄
寺
住
職
良
範
と
長
部
村
治
兵
衛
と
の
間
で
、
村
方
が
東
栄
寺
に
無
断
で
行
っ
た
墓
地
拡
張
・
墓
石
移
動
を
め
ぐ
っ
て
争
論
が
起
き
て
い
る
。
こ
の
争
論
に
つ
い
て
は
、
万
力
村
（
現
干
潟
町
）
鏑
木
太
右
衛
門
の
扱
い
に
よ
り
、
移
動
し
た
墓
石
は
引
き
直
し
、
新
た
に
葬
ら
れ
る
者
は
旧
来
の
墓
所
の
地
続
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
に
葬
る
こ
と
で
内
済
が
成
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
の
改
心
楼
乱
入
事
件
に
際
し
て
、
鏑
木
村
（
現
干
潟
町
）
の
豪
農
平
山
信
一
郎
（
忠
兵
衛
）
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
関
東
取
締
出
役
よ
り
取
調
べ
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
こ
で
、
性
学
と
、
先
の
一
件
な
ど
、
墓
所
を
直
す
こ
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
問
答
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
現
在
、
長
部
地
区
の
永
命
寺
檀
家
な
ど
を
含
め
、
男
女
別
墓
の
性
学
の
墓
制
が
知
ら
れ
て
い
る
。
米
谷
氏
は
既
に
山
田
町
府
馬
地
区
に
あ
る
帰
命
台
・
小
日
向
の
二
ヶ
所
の
性
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
墓
の
分
析
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
帰
命
台
の
墓
地
は
男
女
別
、
小
日
向
は
男
女
混
合
で
、
性
学
の
墓
制
が
全
て
男
女
別
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
勿
論
、
既
に
前
田
安
芸
子
氏
や
吉
原
睦
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
男
女
別
寺
檀
制
と
男
女
別
墓
制
と
は
、
必
然
的
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
墓
地
が
寺
に
付
属
し
て
い
る
か
否
か
な
ど
の
条
件
と
も
相
関
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
本
一
件
の
起
き
た
周
辺
地
域
で
は
男
女
別
寺
檀
制
と
男
女
別
墓
制
と
の
双
方
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
相
互
関
係
を
考
察
す
る
必
要
も
で
て
こ
よ
う
。
た
だ
し
、
本
稿
で
史
料
と
す
る
＝
代
記
」
に
は
、
諸
徳
寺
村
の
墓
制
に
関
す
る
記
事
は
み
ら
れ
ず
、
本
稿
で
行
う
作
業
は
男
女
別
寺
檀
制
の
成
立
を
め
ぐ
る
分
析
に
留
ま
り
、
本
一
件
と
墓
制
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
は
今
後
の
課
題
と
な
る
。
　
米
谷
氏
は
、
従
来
の
幽
学
研
究
に
お
い
て
、
性
学
に
よ
る
、
そ
れ
ま
で
の
村
内
秩
序
維
持
に
も
重
要
で
あ
っ
た
伝
統
習
俗
の
改
変
、
そ
の
受
け
入
れ
な
い
し
排
除
を
め
ぐ
る
視
点
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
特
に
、
変
革
が
困
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
難
な
習
俗
と
し
て
墓
制
に
注
目
し
て
い
る
。
前
述
の
通
り
男
女
別
寺
檀
制
と
男
女
別
墓
制
と
が
直
接
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
も
う
一
段
階
作
業
が
必
要
と
は
な
る
の
だ
が
、
性
学
以
前
に
お
け
る
、
当
該
地
域
の
祖
先
祭
祀
を
巡
る
習
俗
、
あ
る
130
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い
は
そ
こ
に
影
響
す
る
村
と
寺
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
基
礎
作
業
と
し
て
、
本
稿
を
位
置
づ
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
〇
一
件
の
前
段
階
　
以
下
の
記
述
は
、
基
本
的
に
「
永
命
寺
引
直
一
代
記
」
に
拠
る
。
「
一
代
記
」
は
五
万
字
ほ
ど
に
も
及
ぶ
大
部
な
記
録
で
、
ま
た
転
写
を
重
ね
た
た
め
か
、
原
記
者
の
筆
致
に
よ
る
も
の
か
、
い
さ
さ
か
文
意
を
読
み
と
り
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
末
寺
・
門
徒
の
別
と
い
っ
た
前
提
知
識
に
拠
る
推
測
を
交
え
つ
つ
、
経
過
を
簡
潔
に
読
み
と
っ
て
い
き
た
い
。
　
寛
文
の
頃
は
永
命
寺
は
諸
徳
寺
・
長
部
両
村
の
「
菩
提
所
」
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
真
如
房
と
い
う
僧
が
弱
冠
十
四
歳
で
永
命
寺
に
住
し
、
寺
役
を
勤
め
（
ら
れ
）
な
か
っ
た
た
め
、
東
栄
寺
の
住
職
什
観
に
寺
役
を
頼
む
状
態
が
数
年
続
い
た
。
そ
し
て
つ
い
に
両
村
の
檀
家
が
什
観
に
帰
服
す
る
よ
う
に
な
り
、
長
部
村
の
家
は
東
栄
寺
の
檀
家
と
な
り
、
諸
徳
寺
村
の
多
く
の
家
は
、
葬
儀
の
際
、
東
栄
寺
の
引
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
永
命
寺
引
直
一
代
記
」
に
は
、
「
本
寺
与
両
菩
提
寺
と
相
極
ル
」
と
い
う
表
現
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
「
両
菩
提
寺
」
と
は
、
宗
判
は
永
命
寺
か
ら
、
引
導
は
東
栄
寺
か
ら
受
け
る
と
い
う
状
態
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
な
お
、
一
件
後
（
永
命
寺
引
直
し
後
）
の
寛
政
期
に
お
け
る
水
戸
彰
考
館
本
の
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
院
本
末
帳
で
は
、
東
栄
寺
は
末
寺
二
ヶ
寺
、
門
徒
一
六
ヶ
寺
を
有
し
て
い
る
。
　
そ
の
後
真
如
房
が
三
十
三
歳
で
没
し
た
。
弟
子
の
円
教
房
は
幼
年
だ
っ
た
の
で
、
上
代
右
京
と
い
う
者
の
弟
で
、
正
等
院
住
職
の
正
観
房
を
後
住
に
頼
ん
だ
。
正
観
房
は
七
、
八
年
住
持
を
勤
め
た
あ
と
、
東
栄
寺
住
職
に
転
出
し
た
。
そ
の
次
は
正
観
房
の
俗
縁
の
甥
で
正
観
院
住
職
の
明
観
房
（
二
十
歳
過
ぎ
）
を
頼
み
、
明
観
房
は
一
四
年
間
住
持
を
勤
め
た
。
そ
の
後
彼
も
東
栄
寺
へ
転
出
し
た
。
そ
の
次
に
円
教
房
が
永
命
寺
十
八
世
の
住
職
と
な
っ
た
。
　
そ
の
一
方
で
、
寛
文
期
以
降
、
椿
海
の
干
拓
が
行
わ
れ
た
。
諸
徳
寺
村
の
村
下
（元
禄
七
〈
一
六
九
四
〉
年
、
入
野
村
〈
現
干
潟
町
〉
と
し
て
村
立
て
）
に
国
々
か
ら
や
っ
て
き
た
出
百
姓
の
大
勢
が
、
永
命
寺
を
菩
提
寺
に
頼
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
元
禄
十
四
年
頃
、
新
田
の
割
元
名
主
の
一
人
で
あ
る
太
田
村
（
現
旭
市
）
の
喜
右
衛
門
が
、
「永
命
寺
に
新
町
（
新
田
内
の
新
市
。
現
旭
市
）
の
檀
那
が
取
ら
れ
た
。
永
命
寺
は
能
化
寺
（
末
寺
と
同
義
か
）
で
な
い
の
に
宗
判
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
宗
旨
人
別
帳
の
取
次
は
罷
り
な
ら
ぬ
」
と
言
い
出
し
た
。
永
命
寺
が
所
在
す
る
諸
徳
寺
村
の
側
で
は
、
本
山
東
叡
山
寛
永
寺
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
問
題
は
な
い
と
の
返
答
を
得
た
。
し
か
し
喜
右
衛
門
は
納
得
せ
ず
、
諸
徳
寺
村
に
と
っ
て
は
困
惑
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
②
引
直
し
願
い
の
不
調
　
宝
永
四
年
七
月
に
至
り
、
諸
徳
寺
村
の
村
役
人
は
じ
め
頭
だ
っ
た
者
数
十
人
が
相
談
し
、
末
寺
引
直
し
を
願
う
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
入
野
村
・
新
町
村
の
旦
中
が
願
い
出
、
諸
徳
寺
村
の
名
主
ほ
か
が
取
り
持
ち
を
す
る
形
で
、
本
寺
東
栄
寺
に
、
末
寺
に
し
て
く
れ
る
よ
う
願
書
を
提
出
し
た
。
願
書
中
に
は
、
「
門
徒
並
み
な
の
で
帰
依
も
薄
い
」
と
い
っ
た
よ
う
な
主
張
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
本
寺
東
栄
寺
で
は
、
上
代
村
名
主
年
寄
、
長
部
村
名
主
年
寄
、
溝
原
村
残
ら
ず
、
な
ら
び
に
一
七
ヶ
寺
（
東
栄
寺
の
門
末
か
）
と
相
談
の
上
、
願
意
を
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
交
渉
は
は
か
ば
か
し
く
進
展
し
な
か
っ
た
。
東
栄
寺
の
側
は
、
永
命
寺
が
末
寺
に
な
り
、
檀
那
の
引
導
を
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
ゆ
く
ゆ
く
は
諸
徳
寺
村
の
檀
那
が
、
永
命
寺
の
み
の
檀
那
に
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
た
よ
う
で
、
諸
徳
寺
村
檀
家
の
「
檀
方
分
け
」
を
提
案
し
て
き
た
。
し
か
し
、
諸
徳
寺
村
側
で
は
、
の
こ
ら
ず
東
栄
寺
檀
那
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
永
命
寺
が
相
続
で
き
な
い
し
、
檀
那
を
分
け
る
に
し
て
も
分
け
方
が
難
し
い
と
し
て
、
以
前
か
ら
の
「
両
菩
提
」
の
維
持
を
主
張
し
て
い
る
。
　
翌
宝
永
五
年
に
至
っ
て
も
事
態
は
進
ま
ず
、
二
月
に
、
諸
徳
寺
村
の
村
中
が
寄
り
合
い
、
上
野
東
叡
山
に
願
い
出
る
こ
と
を
決
め
た
。
当
時
諸
徳
寺
村
は
幕
領
で
あ
り
、
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
代
官
清
野
与
右
衛
門
に
、
東
叡
山
に
出
願
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
を
立
て
た
と
こ
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ろ
、
心
次
第
に
す
る
よ
う
に
と
の
返
答
を
得
た
。
し
か
し
代
官
か
ら
東
叡
山
へ
の
取
り
次
ぎ
も
な
く
、
東
栄
寺
の
宿
で
あ
る
下
谷
の
伊
勢
屋
松
兵
衛
を
頼
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
東
叡
山
の
月
番
に
、
山
務
及
び
宗
務
の
統
轄
に
当
た
る
執
当
に
宛
て
た
願
書
を
提
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
本
寺
の
添
状
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
願
書
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
国
元
で
本
寺
東
栄
寺
の
添
状
を
と
る
よ
う
運
動
し
た
が
、
東
栄
寺
は
、
本
山
で
永
命
寺
の
引
き
直
し
を
認
め
て
い
な
い
と
主
張
し
、
添
状
を
出
さ
な
か
っ
た
。
　
二
月
中
、
願
い
出
の
た
め
江
戸
に
出
て
い
た
名
主
治
兵
衛
は
、
知
人
の
浅
草
天
王
町
仏
師
寂
賢
が
東
叡
山
の
護
法
院
に
出
入
り
し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
つ
け
、
取
り
次
ぎ
を
頼
ん
だ
。
護
法
院
の
指
示
で
信
解
院
に
願
い
出
た
が
、
本
寺
と
不
和
で
は
駄
目
だ
と
の
返
答
を
得
た
。
　
そ
の
後
三
月
十
九
日
に
至
っ
て
、
諸
徳
寺
村
の
治
兵
衛
・
重
右
衛
門
が
信
解
院
に
出
た
際
に
は
、
「
本
寺
と
代
官
と
そ
れ
ぞ
れ
の
添
状
が
な
く
て
は
取
り
上
げ
な
い
」
と
告
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
両
人
は
、
「
東
栄
寺
は
永
命
寺
を
潰
す
所
存
な
の
で
、
添
状
は
な
か
な
か
出
さ
な
い
。
代
官
の
添
状
も
ま
す
ま
す
図
り
が
た
い
。
こ
れ
は
願
い
を
や
め
よ
と
の
御
意
で
あ
ろ
う
。
私
た
ち
が
、
願
い
が
叶
わ
な
い
旨
を
伝
え
た
な
ら
ば
、
入
野
・
新
町
両
村
の
檀
家
は
、
寺
替
え
・
宗
旨
替
え
も
す
る
で
あ
ろ
う
」
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
後
も
諸
徳
寺
村
側
で
は
添
状
な
し
で
願
い
が
受
理
さ
れ
る
よ
う
運
動
を
続
け
た
。
三
月
二
十
三
日
か
ら
、
伊
勢
屋
松
兵
衛
と
よ
し
み
の
者
で
あ
る
大
阪
屋
又
七
（
郎
）
と
い
う
者
に
近
づ
き
、
情
報
を
探
っ
た
。
又
七
は
、
東
叡
山
の
福
寿
院
に
出
入
の
男
で
、
ま
た
山
王
観
理
院
支
配
の
伝
右
衛
門
と
い
う
者
と
伯
父
甥
の
間
柄
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
山
王
観
理
院
の
所
化
、
円
詮
房
と
も
近
づ
き
に
な
っ
た
。
　
円
詮
房
と
相
談
の
上
、
三
月
二
十
三
日
付
け
で
、
重
右
衛
門
か
ら
執
当
宛
て
に
、
東
栄
寺
が
添
書
を
出
さ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
詮
議
す
る
よ
う
願
書
を
楊
伽
院
（
月
番
か
）
に
提
出
し
た
。
し
か
し
、
二
十
六
日
拐
伽
院
か
ら
取
り
上
げ
な
い
旨
の
返
答
が
あ
っ
た
。
諸
徳
寺
村
側
は
、
樗
伽
院
で
は
埼
が
明
け
な
い
の
で
、
来
四
月
、
信
解
院
が
月
番
の
時
に
再
願
し
よ
う
と
相
談
し
た
。
　
四
月
十
四
日
、
諸
徳
寺
村
の
名
主
治
兵
衛
・
年
寄
十
（
重
）
右
衛
門
・
五
右
衛
門
が
、
あ
ら
た
め
て
和
睦
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
い
旨
の
願
書
を
信
解
院
に
提
出
し
た
。
願
書
は
受
理
さ
れ
、
二
十
七
日
、
在
所
で
東
栄
寺
よ
り
添
簡
を
も
ら
う
よ
う
言
い
渡
さ
れ
た
。
し
か
し
東
栄
寺
か
ら
添
簡
を
も
ら
え
る
状
況
で
は
な
く
、
な
お
交
渉
を
続
け
た
と
こ
ろ
、
十
八
日
に
は
東
叡
山
側
か
ら
の
添
簡
を
交
付
さ
れ
、
帰
国
し
て
、
そ
れ
を
二
十
日
に
東
栄
寺
に
渡
し
た
。
　
二
十
四
日
に
は
、
近
隣
の
大
久
保
（
現
東
庄
町
）
・
松
沢
・
堀
之
内
・
米
込
（
以
上
現
干
潟
町
）
の
諸
村
の
名
主
・
年
寄
り
が
扱
い
に
入
り
、
東
栄
寺
・
永
命
寺
で
檀
家
を
分
け
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
、
不
調
に
終
わ
っ
た
。
二
十
八
日
、
治
兵
衛
・
重
右
衛
門
は
再
度
出
府
し
、
内
済
が
失
敗
し
た
旨
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
五
月
十
七
日
、
再
度
執
当
か
ら
添
簡
が
下
さ
れ
、
そ
れ
を
東
栄
寺
に
渡
し
た
。
二
十
八
日
、
諸
徳
寺
村
の
安
右
衛
門
・
治
兵
衛
・
太
右
衛
門
は
江
戸
へ
登
り
、
樗
伽
院
に
添
簡
の
礼
を
述
べ
た
。
東
栄
寺
も
江
戸
に
出
、
下
谷
の
日
野
屋
与
兵
衛
と
い
う
経
師
屋
に
宿
を
と
っ
た
。
円
詮
房
の
扱
い
で
、
諸
徳
寺
村
の
一
七
軒
を
永
命
寺
檀
那
、
残
り
を
東
栄
寺
檀
那
と
す
る
こ
と
で
、
六
月
二
日
に
日
野
屋
与
丘
ハ
衛
方
で
和
睦
が
成
っ
た
。
そ
し
て
、
引
直
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
＞
し
の
願
書
と
、
永
命
寺
の
寺
徳
を
記
し
た
添
状
と
を
執
当
中
に
提
出
し
た
。
し
か
し
願
い
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
諸
徳
寺
村
側
は
、
顕
性
院
の
院
代
の
円
明
房
に
執
当
の
内
意
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
檀
方
が
た
っ
て
願
い
、
代
官
の
添
状
な
り
と
も
、
添
使
な
り
と
も
が
出
る
の
な
ら
ば
、
寺
徳
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
引
直
し
を
認
め
る
」
と
い
う
旨
の
返
答
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
諸
徳
寺
村
側
で
は
代
官
清
野
与
三
右
衛
門
（
清
野
与
右
衛
門
の
誤
写
か
）
に
添
状
を
願
っ
た
が
、
代
官
は
「
寺
社
ハ
此
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
二
可
構
儀
無
之
」
と
い
う
認
識
で
、
代
官
所
役
人
が
「
寺
社
官
職
之
儀
者
吉
田
殿
へ
領
主
地
頭
グ
添
状
遣
申
候
、
是
等
之
類
二
而
も
御
座
候
哉
」
と
述
べ
た
も
の
の
、
結
局
添
状
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
十
三
日
に
願
書
・
寺
督
（
寺
徳
）
書
を
調
え
て
提
出
し
た
。
願
書
提
出
後
、
顕
性
院
の
側
か
ら
代
官
の
添
簡
を
願
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
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な
お
、
寺
督
書
に
よ
れ
ば
、
永
命
寺
の
境
内
は
林
と
も
四
〇
間
四
方
、
竿
除
け
の
畑
が
二
反
五
畝
歩
ほ
ど
、
年
貢
地
田
畑
二
一
石
五
斗
余
（
う
ち
四
石
五
斗
は
、
宝
永
三
年
に
檀
方
か
ら
寄
付
し
た
も
の
）
、
椿
新
田
の
う
ち
で
檀
方
が
寄
進
し
た
田
地
五
反
歩
、
山
林
九
ヶ
所
、
祈
檀
方
八
〇
軒
余
、
菩
提
檀
那
九
〇
軒
余
（
入
野
・
新
町
・
諸
徳
寺
三
村
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
支
配
の
三
昧
所
に
関
す
る
記
述
が
二
つ
（
コ
ニ
昧
所
壱
ヶ
所
永
命
寺
抱
入
野
・
新
町
二
御
座
候
」
「
三
昧
所
三
ヶ
所
、
永
命
寺
抱
新
町
村
」
）
あ
る
が
、
墓
地
に
関
す
る
記
載
は
な
い
。
そ
の
後
の
交
渉
で
、
諸
徳
寺
村
側
は
、
永
命
寺
の
寺
徳
で
三
、
四
人
暮
ら
せ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
　
そ
の
後
交
渉
は
続
い
た
が
、
事
態
の
大
き
な
進
展
は
な
か
っ
た
。
③
永
命
寺
の
無
住
化
と
荒
廃
　
宝
永
六
年
四
月
に
至
り
、
永
命
寺
住
職
の
円
教
房
は
、
学
業
を
修
め
る
た
め
に
江
戸
に
出
た
い
と
希
望
し
た
。
し
か
し
、
留
守
中
の
寺
役
を
引
き
受
け
る
者
が
な
か
っ
た
た
め
、
皆
々
相
談
の
上
、
寺
上
げ
（
「
寺
揚
」
と
も
。
本
寺
等
に
寺
の
管
理
を
引
き
渡
す
こ
と
）
す
る
こ
と
に
し
た
。
四
月
十
八
日
、
円
教
房
が
そ
の
旨
を
東
栄
寺
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
東
栄
寺
は
立
腹
し
て
寺
の
受
け
取
り
を
拒
否
し
た
。
円
教
房
は
、
寺
上
げ
を
し
た
か
ら
に
は
最
早
東
栄
寺
の
指
図
は
受
け
な
い
と
言
い
、
江
戸
に
赴
い
た
。
こ
の
時
点
で
永
命
寺
は
諸
徳
寺
村
の
管
理
下
に
置
か
れ
、
二
十
日
、
諸
徳
寺
村
側
は
東
栄
寺
に
寺
受
け
取
り
に
来
る
よ
う
に
要
請
し
た
。
受
け
取
り
に
遣
わ
さ
れ
た
使
僧
が
、
寺
の
出
入
の
金
銀
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
諸
徳
寺
村
側
で
は
寺
附
の
借
金
が
二
五
両
ほ
ど
あ
る
（
引
直
し
願
い
の
た
め
に
か
か
っ
た
費
用
）
と
返
答
し
た
。
す
る
と
使
僧
は
、
東
栄
寺
に
聞
き
合
わ
せ
る
と
言
っ
て
帰
っ
た
。
そ
の
後
、
諸
徳
寺
村
側
で
は
借
金
を
寺
に
掛
け
な
い
な
ど
と
伝
え
た
が
、
東
栄
寺
は
、
寺
受
け
取
り
の
条
件
と
し
て
借
金
や
田
畑
な
ど
の
書
付
の
提
出
を
要
求
し
た
。
村
側
は
、
「
高
反
別
の
こ
と
は
、
他
郷
へ
書
付
を
渡
す
こ
と
は
な
か
な
か
叶
わ
な
い
こ
と
だ
」
と
主
張
し
、
拒
否
し
た
。
　
五
月
十
二
日
に
な
る
と
、
村
側
は
、
永
命
寺
の
薬
師
像
・
不
動
像
な
ど
を
片
づ
け
、
門
を
閉
ざ
し
、
円
教
房
退
出
以
来
置
い
て
い
た
番
人
を
や
め
た
。
十
六
日
、
東
栄
寺
に
、
諸
徳
寺
村
の
治
兵
衛
・
安
右
衛
門
が
呼
ば
れ
、
永
命
寺
の
後
住
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
が
あ
っ
た
。
東
栄
寺
は
、
差
し
遣
わ
す
べ
き
人
物
に
心
当
た
り
が
な
い
と
し
て
希
望
を
尋
ね
た
が
、
両
人
は
、
こ
ち
ら
と
し
て
も
心
当
た
り
は
な
く
、
誰
を
遣
わ
さ
れ
て
も
、
檀
方
も
異
議
は
な
い
の
で
、
早
く
玲
を
明
け
て
欲
し
い
と
返
答
し
た
。
す
る
と
東
栄
寺
は
、
「
も
っ
と
も
で
は
あ
る
が
、
檀
方
中
か
ら
の
相
談
も
な
け
れ
ば
住
持
も
こ
な
い
。
勿
論
『
其
御
村
之
寺
』
な
の
で
、
お
取
り
持
ち
が
な
け
れ
ば
難
儀
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
そ
れ
に
対
し
両
人
は
、
「
寺
之
儀
ハ
当
寺
（
1
1
東
栄
寺
）
之
御
支
配
、
田
畑
林
等
之
義
者
我
等
両
人
御
預
り
」
と
主
張
し
て
い
る
。
　
そ
の
あ
と
東
栄
寺
か
ら
の
沙
汰
は
な
く
、
六
月
中
ま
で
そ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
い
た
。
入
野
・
新
町
両
村
の
檀
家
が
、
諸
徳
寺
村
側
に
対
応
を
相
談
し
て
き
た
が
、
諸
徳
寺
村
側
で
は
、
と
り
あ
え
ず
近
辺
の
寺
を
頼
ん
で
様
子
を
み
る
よ
う
に
伝
え
た
。
そ
れ
で
、
入
野
村
は
松
沢
村
宝
蔵
寺
の
檀
那
、
新
町
村
は
太
田
村
海
宝
寺
（
元
禄
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
年
に
江
ヶ
崎
村
下
〈
琴
田
村
。
現
旭
市
〉
に
移
転
し
て
い
る
）
の
檀
家
と
な
り
、
そ
の
他
思
い
思
い
に
宗
旨
替
え
・
寺
替
え
し
た
。
＝
代
記
」
の
記
者
は
、
「
離
檀
と
い
う
よ
り
は
『
捨
檀
那
』
と
い
う
べ
き
状
態
だ
」
と
記
し
て
い
る
。
　
諸
徳
寺
村
の
名
主
ら
も
寄
り
合
い
を
持
ち
、
一
二
人
（
家
）
の
者
が
東
栄
寺
に
離
檀
を
申
し
入
れ
た
（
「
両
菩
提
」
な
が
ら
実
質
的
に
東
栄
寺
の
檀
家
と
な
っ
て
い
た
状
態
か
ら
離
脱
す
る
と
い
う
こ
と
を
申
し
入
れ
た
の
か
）
。
そ
し
て
、
府
馬
村
（
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
山
田
町
）
の
天
台
宗
修
徳
院
（
常
陸
国
行
方
西
蓮
寺
末
、
朱
印
高
一
〇
石
）
に
、
当
分
の
間
、
檀
那
と
し
て
預
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
申
し
入
れ
た
。
そ
の
後
東
栄
寺
と
引
直
し
を
め
ぐ
っ
て
交
渉
を
持
っ
た
が
決
裂
し
、
結
局
村
中
で
修
徳
院
を
菩
提
寺
に
頼
む
こ
と
に
な
っ
た
。
七
月
に
至
り
東
栄
寺
は
訴
訟
を
企
図
し
、
八
月
付
け
で
、
檀
中
の
者
た
ち
を
罰
し
、
永
命
寺
が
相
続
で
き
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
の
訴
状
を
提
出
し
た
。
一
方
諸
徳
寺
村
側
も
返
答
書
を
提
出
し
た
が
、
九
月
に
至
り
、
府
馬
村
の
修
徳
院
・
門
徒
中
・
名
主
中
・
年
寄
中
の
扱
い
に
よ
り
内
済
が
成
立
し
た
。
扱
い
の
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内
容
は
、
○
永
命
寺
付
け
の
借
金
二
五
両
は
本
寺
が
引
き
受
け
、
質
物
と
し
て
永
命
寺
の
田
地
四
ヶ
所
を
「
此
方
」
（
諸
徳
寺
村
側
）
へ
渡
す
。
○
残
地
は
東
栄
寺
支
配
と
す
る
。
○
什
物
は
円
教
房
の
書
付
の
通
り
渡
す
。
○
後
住
は
東
栄
寺
よ
り
積
も
り
次
第
差
し
置
く
、
な
ど
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
永
命
寺
の
当
分
の
留
守
居
と
し
て
、
「
ふ
ち
ゃ
く
」
と
い
う
道
心
が
遣
わ
さ
れ
た
。
　
そ
の
後
、
無
住
状
態
の
解
消
や
引
き
直
し
を
め
ぐ
っ
て
、
ま
た
府
馬
村
か
ら
扱
い
の
動
き
が
あ
っ
た
が
、
諸
徳
寺
村
側
で
は
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
宝
永
八
（
正
徳
元
）
年
六
月
に
は
、
永
命
寺
に
昼
夜
多
数
の
人
が
出
入
り
し
て
い
る
旨
を
、
諸
徳
寺
村
側
か
ら
東
栄
寺
に
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
東
栄
寺
は
驚
い
て
ふ
ち
ゃ
く
を
追
い
出
し
た
。
そ
の
後
も
、
東
栄
寺
が
留
守
居
に
食
物
を
与
え
な
い
な
ど
の
た
め
、
留
守
居
の
道
心
者
は
定
着
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
東
栄
寺
と
諸
徳
寺
村
と
の
不
和
が
原
因
と
な
り
、
永
命
寺
田
畑
の
小
作
人
も
立
ち
退
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
＝
代
記
」
の
記
者
が
不
都
合
な
存
在
と
見
な
し
て
い
た
樗
伽
院
が
死
去
し
た
。
④
引
直
し
の
成
就
　
正
徳
三
年
正
月
に
至
り
、
永
命
寺
引
直
し
の
訴
願
活
動
が
再
開
さ
れ
た
。
時
の
執
当
は
信
解
院
と
霊
山
院
で
あ
っ
た
が
、
霊
山
院
は
、
諸
徳
寺
村
側
に
好
意
的
で
あ
る
と
み
ら
れ
た
顕
性
院
と
仲
が
良
く
、
一
方
信
解
院
は
病
気
で
、
好
都
合
な
状
況
で
あ
っ
た
。
同
月
付
で
、
諸
徳
寺
村
名
主
・
組
頭
か
ら
東
叡
山
役
者
衆
中
宛
の
願
書
で
は
、
永
命
寺
田
畑
が
年
貢
地
で
荒
ら
し
て
は
い
け
な
い
の
に
、
無
住
の
た
め
作
人
が
定
め
ら
れ
ず
年
貢
諸
役
に
差
し
支
え
る
た
め
、
当
年
の
作
付
か
ら
東
栄
寺
が
支
配
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
永
命
寺
の
空
寺
状
態
の
解
消
と
を
命
ず
る
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。
こ
の
願
書
中
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
諸
徳
寺
村
は
今
も
っ
て
修
徳
院
の
檀
家
で
あ
り
、
永
命
寺
の
菩
提
旦
那
は
松
沢
宝
蔵
寺
に
寺
替
え
し
、
な
か
に
は
宗
替
え
し
た
者
も
い
る
。
ま
た
永
命
寺
の
息
災
檀
家
（
祈
蒋
檀
家
）
も
、
方
々
で
寺
を
頼
み
、
散
り
散
り
に
な
っ
た
と
い
う
。
　
執
当
が
訴
状
を
受
け
取
っ
た
後
、
大
慈
院
（
も
と
福
寿
院
）
に
逢
い
、
「
東
栄
寺
に
逢
っ
た
か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
大
慈
院
は
、
東
栄
寺
が
来
た
の
で
、
自
分
が
扱
う
と
告
げ
た
旨
答
え
た
。
そ
こ
で
大
慈
院
が
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。
大
慈
院
の
弟
子
知
善
房
は
東
栄
寺
と
懇
ろ
で
あ
っ
た
。
一
方
、
霊
山
院
の
院
代
安
心
房
は
諸
徳
寺
村
側
に
好
意
的
で
、
三
代
記
」
の
記
者
は
「
守
護
神
」
と
ま
で
記
し
て
い
る
。
　
三
月
上
旬
に
信
解
院
は
死
去
し
、
顕
性
院
が
執
当
真
覚
院
と
な
っ
た
。
扱
い
の
過
程
で
、
諸
徳
寺
村
か
ら
江
戸
に
出
て
い
た
安
右
衛
門
・
重
右
衛
門
は
、
家
一
軒
に
つ
き
一
人
ず
つ
東
栄
寺
檀
那
と
し
、
東
栄
寺
か
ら
修
理
金
六
〇
両
、
竹
木
代
五
〇
両
を
出
し
て
和
談
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
知
善
房
は
、
一
家
の
半
分
が
東
栄
寺
に
な
る
よ
う
に
、
と
提
案
し
た
。
両
人
が
、
そ
れ
な
ら
ば
女
を
東
栄
寺
の
檀
那
と
し
た
い
と
い
う
と
、
知
善
房
は
、
本
寺
な
の
で
男
は
東
栄
寺
檀
那
と
し
た
い
、
と
詫
び
、
そ
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
。
修
理
金
も
結
局
一
〇
両
と
な
っ
た
。
五
月
二
十
三
日
大
慈
院
で
治
兵
衛
・
重
右
衛
門
が
破
損
金
を
受
け
取
り
、
手
形
を
取
り
交
わ
し
た
。
諸
徳
寺
村
の
う
ち
、
六
一
軒
が
男
の
み
東
栄
寺
檀
那
、
八
右
衛
門
な
ど
一
五
軒
が
永
命
寺
一
菩
提
と
な
っ
た
。
　
ま
た
執
当
霊
山
院
（
霊
鷲
山
院
）
・
真
覚
院
（
大
真
覚
院
）
宛
に
、
末
寺
引
直
し
の
願
書
が
提
出
さ
れ
た
。
添
え
ら
れ
た
永
命
寺
の
明
細
書
に
よ
れ
ば
、
境
内
四
〇
間
四
方
が
除
地
、
年
貢
地
田
畑
が
一
六
石
二
斗
二
升
三
合
、
畑
二
反
歩
竿
除
き
で
あ
っ
た
。
ま
た
檀
家
（
丸
檀
家
）
一
七
〇
軒
で
、
う
ち
八
〇
軒
が
祈
方
、
八
二
軒
が
楽
方
（菩
提
檀
家
の
意
か
）
、
他
に
六
一
軒
が
女
ば
か
り
菩
提
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
先
に
引
直
し
願
い
に
際
し
て
惣
檀
中
か
ら
寄
付
す
る
と
し
て
い
た
田
畑
七
石
二
斗
の
寄
付
証
文
も
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
証
文
で
は
、
治
兵
衛
が
檀
方
惣
代
を
名
乗
っ
て
い
る
。
　
執
当
か
ら
、
珍
栄
（
円
教
房
）
に
永
命
寺
住
職
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
珍
栄
は
時
に
三
十
五
歳
、
東
栄
寺
は
四
十
歳
で
あ
っ
た
。
諸
徳
寺
村
か
ら
修
徳
院
に
対
す
る
帰
参
願
、
入
野
・
新
町
両
村
か
ら
松
沢
宝
蔵
寺
に
対
す
る
帰
参
願
も
無
事
に
済
ん
だ
。
太
田
村
海
宝
寺
か
ら
の
新
町
檀
方
の
帰
参
は
や
や
延
引
し
た
。
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お
わ
り
に
　
以
上
、
コ
代
記
」
の
記
載
内
容
を
掻
い
摘
ん
で
読
み
と
っ
て
き
た
。
最
後
に
、
幾
つ
か
の
論
点
を
整
理
し
て
稿
を
閉
じ
た
い
。
①
寺
院
管
理
と
村
　
係
争
中
で
あ
る
こ
と
を
勘
酌
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
永
命
寺
が
無
住
に
な
っ
た
と
き
、
最
初
は
、
諸
徳
寺
村
は
永
命
寺
を
管
理
下
に
置
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
東
栄
寺
住
職
が
、
永
命
寺
は
諸
徳
寺
村
の
寺
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
示
し
た
の
に
対
し
、
諸
徳
寺
村
の
側
で
は
、
永
命
寺
の
支
配
権
な
ど
を
主
張
す
る
こ
と
は
な
く
、
当
面
永
命
寺
の
所
持
田
畑
・
山
林
の
み
を
自
ら
の
支
配
で
あ
る
と
し
、
寺
そ
の
も
の
は
東
栄
寺
の
支
配
と
捉
え
て
い
る
。
②
寺
檀
関
係
の
流
動
性
　
幕
府
に
よ
り
、
宗
門
改
帳
の
全
国
的
な
制
度
化
が
図
ら
れ
た
の
は
寛
文
五
（
一
六
六
五
）
年
で
あ
る
。
勿
論
そ
れ
に
は
先
行
し
て
中
世
末
以
来
の
葬
祭
寺
檀
関
係
の
展
開
が
あ
り
、
ま
た
漸
進
的
な
寺
請
制
度
の
施
行
が
あ
っ
た
。
本
一
件
の
前
段
階
に
お
け
る
、
長
部
村
檀
家
の
永
命
寺
か
ら
東
栄
寺
へ
の
移
動
（
二
代
記
」
の
記
述
が
正
確
で
あ
れ
ば
、
と
い
う
こ
と
だ
が
）
な
ど
は
、
当
該
期
、
当
該
地
域
に
お
い
て
未
だ
宗
判
寺
檀
関
係
・
葬
祭
寺
檀
関
係
の
流
動
性
が
強
か
っ
た
こ
と
を
示
す
事
例
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
幕
府
の
政
策
と
し
て
は
、
寺
檀
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
の
変
更
は
寺
檀
間
の
相
対
次
第
と
さ
れ
て
い
た
。
③
「
両
菩
提
寺
」
　
］
件
の
前
は
、
諸
徳
寺
村
の
永
命
寺
檀
家
は
、
永
命
寺
の
宗
判
檀
家
で
あ
り
な
が
ら
葬
儀
の
際
の
引
導
を
東
栄
寺
に
頼
む
「
両
菩
提
寺
」
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
真
宗
に
お
け
る
、
檀
家
の
仏
事
へ
の
上
寺
・
下
寺
の
双
方
の
関
与
や
、
死
導
と
宗
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
と
の
分
離
な
ど
の
「
重
層
的
寺
檀
関
係
」
の
指
摘
が
早
く
か
ら
あ
る
。
真
宗
の
場
合
は
地
理
的
要
因
（
宗
判
檀
那
寺
と
檀
家
と
の
距
離
が
遠
い
）
に
よ
る
場
合
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
千
葉
県
下
の
日
蓮
宗
寺
院
の
場
合
（
旧
長
生
郡
一
松
村
・
現
長
生
村
）
で
も
、
葬
儀
の
際
に
、
本
寺
が
引
導
を
渡
し
、
末
寺
が
そ
れ
以
外
の
一
切
を
行
う
と
い
う
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
な
お
こ
の
場
合
、
男
性
が
本
寺
の
檀
那
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
女
性
が
末
寺
の
檀
那
と
な
る
と
い
う
男
女
別
寺
檀
制
で
あ
る
）
。
天
台
宗
で
も
同
様
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
関
東
の
、
天
台
宗
・
古
義
真
言
宗
・
新
義
真
言
宗
で
は
、
門
徒
寺
院
の
比
率
が
非
常
に
多
く
、
「
両
菩
提
寺
」
状
態
も
広
範
に
み
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
、
「
一
代
記
」
に
は
、
一
件
以
前
、
入
野
村
・
新
町
村
の
永
命
寺
檀
家
な
ど
は
葬
儀
の
際
に
引
導
を
受
け
て
い
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
記
載
も
あ
る
。
本
稿
で
み
た
引
直
し
運
動
に
お
い
て
は
、
「末
寺
に
な
れ
ば
繁
盛
す
る
」
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
葬
儀
の
具
体
的
な
あ
り
か
た
と
そ
の
変
容
を
も
含
め
、
さ
ら
に
検
討
の
必
要
が
あ
ろ
う
。
新
義
真
言
宗
の
場
合
、
国
に
よ
っ
て
多
寡
が
激
し
い
が
、
武
蔵
国
な
ど
で
は
元
禄
以
降
相
当
数
の
門
徒
寺
院
が
末
寺
に
昇
格
　
　
　
（
2
2
）
し
て
い
る
。
一
方
安
房
国
で
は
末
寺
に
昇
格
し
た
寺
院
が
極
端
に
少
な
い
が
、
こ
れ
は
国
内
に
末
寺
が
少
な
い
た
め
、
門
徒
の
僧
侶
に
も
伝
法
灌
頂
の
際
に
引
導
法
を
伝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
授
す
る
と
い
う
安
房
特
有
の
慣
行
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
④
半
檀
家
（
複
檀
家
）
の
当
然
視
　
本
一
件
は
、
永
命
寺
の
引
き
直
し
と
同
時
に
、
「
両
菩
提
寺
」
状
態
も
含
め
て
、
従
来
一
家
が
全
て
同
一
寺
院
の
檀
那
だ
っ
た
も
の
を
、
男
女
別
寺
檀
制
の
半
檀
家
（複
檀
家
）
と
す
る
こ
と
で
決
着
を
み
て
い
る
。
こ
の
過
程
で
、
諸
徳
寺
村
か
ら
東
叡
山
執
当
に
至
る
ま
で
、
そ
の
こ
と
に
対
す
る
違
和
感
は
、
三
代
記
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
限
り
で
は
全
く
表
明
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
幕
府
寺
社
奉
行
所
も
、
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
の
段
階
で
は
未
だ
一
家
一
寺
制
を
規
範
と
す
る
観
念
を
持
っ
　
　
　
　
　
（
2
4
）
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
諸
徳
寺
村
中
で
修
徳
院
を
菩
提
寺
に
頼
む
段
階
で
は
、
一
村
が
一
つ
の
寺
檀
関
係
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
観
念
も
垣
間
見
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
な
お
、
最
上
孝
敬
氏
以
来
、
男
女
別
寺
檀
制
に
、
本
寺
が
男
寺
、
末
寺
が
女
寺
と
な
る
場
合
が
あ
り
、
家
内
に
お
い
て
男
子
を
女
子
よ
り
重
ん
じ
て
い
た
こ
と
が
そ
う
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い
っ
た
風
習
を
導
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
男
女
別
寺
檀
制
は
、
村
落
寺
院
の
維
持
の
た
め
や
、
夫
婦
双
方
の
家
の
継
承
の
た
め
に
創
始
さ
れ
る
場
合
な
ど
、
そ
の
成
因
は
多
様
で
あ
る
が
、
本
稿
で
み
た
事
例
は
、
最
上
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
な
成
因
（
た
だ
し
、
そ
れ
を
主
張
し
た
の
は
寛
永
寺
山
内
の
僧
侶
）
を
具
体
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
付
記
　
本
稿
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
史
料
の
利
用
等
に
際
し
て
、
大
原
幽
学
記
念
館
、
千
葉
県
安
房
郡
三
芳
村
真
言
宗
智
山
派
宝
珠
院
、
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
、
米
谷
博
氏
、
鈴
木
映
里
子
氏
の
ご
協
力
や
ご
教
示
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
註（
1
）
　
干
潟
町
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
菅
谷
順
司
家
資
料
（
以
下
「
菅
谷
順
司
家
」
）
D
　
一
「
子
　
　
之
宗
門
人
別
御
改
帳
」
（
文
化
十
三
年
）
、
D
ー
三
「
辰
之
宗
門
人
別
御
改
帳
」
（
安
政
三
年
）
。
（
2
）
　
菅
谷
順
司
家
N
ー
一
五
。
（
3
）
　
中
井
信
彦
『
大
原
幽
学
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
）
な
ど
。
（
4
）
　
木
村
礎
・
松
沢
和
彦
「
門
人
群
像
」
（
木
村
礎
編
『
大
原
幽
学
と
そ
の
周
辺
』
〈
八
木
書
店
、
　
　
一
九
八
一
年
〉
第
一
編
七
）
。
（
5
∀
　
菅
谷
順
司
家
三
一
・
三
二
二
一
ゴ
ニ
、
干
潟
町
所
蔵
八
石
性
理
学
会
旧
蔵
資
料
皿
　
B
　
八
。
（
6
）
　
高
橋
敏
「
大
原
幽
学
と
改
心
楼
乱
入
事
件
　
　
『
牛
渡
村
一
件
』
の
真
相
」
（
田
中
彰
編
『
幕
　
　
末
維
新
の
社
会
と
思
想
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
。
（
7
）
　
『
古
城
村
誌
』
前
編
三
六
七
～
三
七
四
頁
、
木
村
礎
「
性
学
の
仕
法
」
（
『
大
原
幽
学
と
そ
の
　
　
周
辺
』
第
一
編
五
）
、
高
橋
敏
前
掲
論
文
。
（
8
）
　
米
谷
博
「
性
学
墓
に
つ
い
て
ー
千
葉
県
香
取
郡
山
田
町
の
事
例
か
ら
　
　
（
こ
（
二
）
」
（
『
民
　
　
具
マ
ン
ス
リ
ー
』
第
三
〇
巻
＝
・
一
二
号
、
一
九
九
八
年
二
月
二
二
月
）
。
（
9
）
　
前
田
安
芸
子
「
半
檀
家
・
位
牌
祭
祀
と
社
会
構
造
ー
研
究
会
の
活
動
を
通
し
て
ー
」
（
『
社
　
　
会
伝
承
研
究
』
五
祖
先
祭
祀
の
展
開
と
社
会
構
造
、
一
九
七
六
年
三
月
）
。
（
1
0
）
　
吉
原
睦
「
男
女
別
複
檀
家
制
の
基
礎
的
研
究
－
柏
市
周
辺
地
域
の
事
例
か
ら
ー
」
（
『
日
本
　
　
民
俗
学
』
二
〇
一
、
一
九
九
五
年
二
月
）
。
（
1
1
）
　
米
谷
博
前
掲
論
文
。
（
1
2
）
　
『
江
戸
幕
府
寺
院
本
末
帳
集
成
』
上
（
寺
院
本
末
帳
研
究
会
編
、
雄
山
閣
、
第
二
版
一
九
九
　
九
年
）
。
（
1
3
）
　
清
野
与
右
衛
門
貞
平
。
元
禄
十
五
（
一
七
〇
二
）
年
か
ら
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
ま
で
　
　
関
東
代
官
（
西
沢
淳
男
『
幕
領
陣
屋
と
代
官
支
配
』
〈
岩
田
書
院
、
一
九
九
八
年
〉
付
録
「
幕
　
　
領
代
官
・
陣
屋
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
）
。
（
1
4
）
　
史
料
中
で
は
全
て
「
寺
督
」
と
い
う
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
永
命
寺
の
寺
産
な
い
し
　
　
は
収
入
見
込
み
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
。
な
お
こ
の
添
状
は
、
　
　
史
料
中
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
恐
ら
く
東
栄
寺
名
義
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
1
5
）
　
も
ち
ろ
ん
「
寺
」
は
余
計
で
あ
る
が
、
興
味
深
い
誤
認
で
あ
る
。
（
1
6
）
　
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
一
二
　
千
葉
県
の
地
名
（
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
）
六
四
一
頁
。
（
1
7
）
　
前
掲
『
江
戸
幕
府
寺
院
本
末
帳
集
成
』
上
。
（
1
8
）
　
拙
稿
「
幕
藩
権
力
と
寺
檀
関
係
　
一
家
一
寺
制
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
三
史
学
雑
誌
』
第
＝
　
　
○
編
第
四
号
、
二
〇
〇
一
年
四
月
）
。
（
1
9
）
　
森
岡
清
美
「
重
層
的
寺
檀
関
係
－
真
宗
教
団
に
つ
い
て
i
」
（
『
社
会
と
伝
承
』
一
二
一
、
　
　
一
九
五
八
年
）
。
同
『
真
宗
教
団
と
「
家
」
制
度
』
（
創
文
社
、
一
九
六
二
年
、
増
補
版
一
九
　
　
七
八
年
）
。
（
2
0
）
　
橋
口
侯
之
助
執
筆
「
東
上
総
の
半
檀
家
制
」
（
上
智
大
学
史
学
会
研
究
報
告
二
『
東
上
総
の
　
　
社
会
と
文
化
　
千
葉
県
長
生
郡
総
合
調
査
ー
』
一
九
六
八
年
六
月
、
第
二
部
）
。
（
2
1
）
　
東
栄
寺
住
職
が
、
入
野
・
新
町
両
村
の
永
命
寺
檀
那
に
「
引
導
と
云
ハ
大
事
成
、
門
徒
寺
　
　
二
而
惣
而
寺
位
も
な
く
住
寺
も
平
僧
也
、
亡
者
之
六
道
二
迷
も
未
来
と
て
も
不
浮
候
」
と
言
っ
　
　
た
と
い
い
、
二
代
記
」
の
記
者
は
、
こ
れ
を
永
命
寺
檀
那
を
東
栄
寺
に
取
る
た
く
ら
み
の
証
　
　
拠
だ
と
し
て
い
る
。
（
2
2
）
　
櫛
田
良
洪
『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』
（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
六
四
年
）
第
三
編
第
　
　
四
章
第
一
節
（
三
）
「
寺
格
の
移
動
」
。
（
2
3
）
　
千
葉
県
安
房
郡
三
芳
村
真
言
宗
智
山
派
宝
珠
院
文
書
　
番
号
獅
ー
検
索
番
号
一
二
⊥
ニ
　
　
ー
、
細
　
一
一
五
二
。
（
2
4
）
　
前
掲
拙
稿
。
（
2
5
）
　
最
上
孝
敬
「
男
女
別
墓
制
な
ら
び
に
半
檀
家
の
こ
と
ー
男
女
墓
地
と
寺
院
を
異
に
す
る
習
　
　
俗
ー
」
（
『
日
本
民
俗
学
』
第
二
号
、
一
九
五
三
年
八
月
）
。
（2
6
）
　
前
掲
拙
稿
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
機
関
研
究
員
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
研
究
協
力
者
）
（二
〇
〇
三
年
五
月
二
十
三
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
七
月
十
八
日
審
査
終
了
）
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The　Change　in　the　S佃tus　of　Eimei－ji　Temple　in　Shoto㎞ji　Village
HouzAwA　Naohide
This　paper　looks　at　the　dispute　that　arose　in　Shotokuji　vmage　in　Katori－gun，　Shimousa　Province，　the　region
where　the　Senzo－kabu血mia　union　of　O㎜Wgaku　was　organized．百e　dispute訂ose　over也e　promotion
of　the　village’s　Eimeiji　temple，　a　branch－temple　of　low　standing　belonging　to　the　Tendai　Sect，　to　a　higher　rank
ing　branch－temple　by　parishioners，　and　involved　Shotokuji　village　and　Toeiji　temple　in　Mizowara　village，　which
is　the　superior　temple　to　Eimeiji　temple．　The　dispute　continued　from　1707　to　1713　and　was　settled　privately　af
ter　action　was　brought　against　Honzan　Kaneiji　head　templ6．　The　farming　f㎜ilies　in　Shotokuji　village　had　been
parishioners　of　Eimeiji　temple　and　when　funerals　took　place　rites　that　lead　the　deceased　to　Buddhahood　were
received廿om’Ibeiji　temple　as　well．　However，　as　a　result　of　the　p亘vate　se仕lement，　the呵ori取of　the　fa㎜ing
families　of　ShotokujMllage　fb㎜ed　links　W血Tbeiji　temple　and　Eimeiji　temple　and　made　both　family　temples
under　a　system　where　one　was　fOr　male　parishioners　and　the　other　fbr　female　parishioners．　There　was　also　ac－
knowledgement　of　the　promotion　of　Eimeiji　temple．　A　separate　system　of　graves永）r　men　and　women　and　a
system　of　separate　temples　fOr　men　and　women　is　known　to　have　existed　in　surrounding　regions．　In　addition，
attention　has　also　been　paid　to　the　relationship　between　Sei－gaku　and　changes　to　the　grave　system．　Of　c皿rse，
the　two　systems　of　separate　graves　fbr　men　and　women　and　separate　temples　fOr　men　and　women　are　not　di－
rectly　linked．　Nonetheless，　this　paper　is　a　preliminary　work　that　attempts　to　reveal　customs　related　to　ancestor
worship　in　this　region　and　the　ef企ct　that　the　relationship　between　the　villages　and　temples　had　on　this　at　a
time　prior　to　the　emergence　of　Sei－gaku．
　　　The　fbllowing　findings　have　come　to　light　in　the　course　of　analyzing　this　dispute：the　existence　of　the　cus－
tom　of　dual　family　temples　and　the　Huidity　of　the　relationships　between　temples　and　parishi皿ers　during　this
pe亘od，　the　absence　of　recognition　among　those　involved　in　the　dispute，　including　the　person　responsible　fOr
handling　the　affairs　of　Kaneiji　temple　which　controls　the　affairs　of　the　T＞ndai　sect，　of　any　incongruity　surround－
ing　the　system　of　separate　temples　fOr　male　and掩male　parishioners，　and　the　deliberate　action　taken　to　desig－
nate　the　superior　temple　the　temple　fbr　male　parishioners　and　the　branch－temple　the　temple五）r　female　parish－
ioners　in　the　course　of　the　creation　of　a　relationship　between　temples　where　there　is　a　system　of　separate　tem－
ples　fbr　men　and　women．
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